
高校中退者等の学び直し支援について      【社会教育課】   

 

【学び直し支援体制整備事業】  （「地域における学びを通じたステップアップ支援事業」 国庫１/３補助） 

      

 

 

 

＜若者の社会的自立における本県の現状＞   ＜問題点＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜具体的取組＞

（１）「おおいた学びのステップアップ協議会」の実施  【年間３回】 

 
 
 

（２）「学びのステップアップアドバイザー」の配置  【「認定ＮＰＯ法人地域の宝育成支援センター」に委託】 

 

 
 
 

（３）広報ポスター・チラシの作成・配布  【約 20,000 枚】 
 
 
 
 

＜令和４年度の実績＞ 

  ◇学びのステップアップアドバイザー利用

 利用者数 回数（延べ） 

学習相談 

（電話相談含む） 
３４人 ３８回 

学習支援 １６人 １３４回 

  ◇高等学校卒業程度認定試験 （年２回） 

「学びのステップアップ 

アドバイザー」利用者のうち 

受験 合格 

１１名 ７名 

 

 

【内 容】 教員 OB 等による進路・学習相談（対面や電話による個別相談・助言） 
  高等学校卒業程度認定試験受験に向けた学習支援 

【会 場】 大分市内４会場（中島・古国府・高城・爽風館高校） 
Ｒ５より大分市以外でも開設予定（中津・津久見・竹田） 

【内 容】 高校中退者等へ総合的な対策を行うための情報提供、情報共有等 
【構 成】 社会教育課、私学振興・青少年課、こども・家庭支援課、雇用労働政策課、大分労働局、 

おおいた地域若者サポートステーション、ジョブカフェおおいた 

●高校中途退学率   

・全国 ２３位 （R３年度 ３１８人 １．１％） 

●人口１，０００人当たりの不登校生徒数 

・高校 全国 １位（R３年度 ２９．２人） 

・中学 全国 ５位（R３年度 ５６．９人） 

高校中退者等の学び直す体制を整備し、若者の社会的自立を支援（Ｒ３～） 

（学習の様子） 

●中学校卒業後の進路未定者・高校中退者が増えている。 

●進路未定者や高校中退者の就職やキャリアアップにおける 

不利な状況の改善が必要。 

●高校中退者や中卒進路未定者に対して十分な支援体制が 

組めていない。 

【配布先】 県内高等学校、図書館、児童養護施設、ハローワーク、 
ジョブカフェおおいた、自動車学校、コンビニ 等 

※高等学校卒業程度認定試験とは 
   さまざまな理由で、高等学校等を卒業していない人のために、「高等学校を卒業した人と同等以上の
学力があるかどうか」を文部科学省が認定するための試験 （年２回実施：8月・11月） 

（相談の様子） 

高校中退者等の学び直しを支援するため、退職教員等による学習相談の窓口を設置し、県内各地に

おける学習講座を企画・実施するとともに、関係機関による連携体制を構築する。 
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